
まちづくり１５年　子どもたちの見守り７年　現場の声を待ったなし！！

多発する子どもたちの連れ去り事件

昨今、子どもたちを狙った連れ去り事件が多発して、昨年は13歳未満の子どもたちに対する略取誘拐事件が

100件（11月末時点）に上ることがわかりました。昨年7月には岡山県倉敷市で下校途中の小学女児が下校途中

に車で連れ去られ、数日間監禁される事件が発生し、また9月には神戸市で小学1年生の女児が近所に住む男に殺

害されるという大変ショッキングな事件が起きました。

私は、このような事件は決して対岸の火事ではなく、どこでも起こりうる問題として議会等で取り上げ、また日

頃の活動として防犯対策に取り組んで参りました。その活動の中で感じていることは、地域の見守りや防犯教育

の重要性、そして防犯カメラ設置の必要性であります。

討議資料

地域の見守り活動の重要性

子どもたちの安全を守るためには、地域の見守りは欠かせません。ふじみ野市では自治会・町会をはじめ、青色

パトカ—市民パトロール隊や学校応援団など様々な団体が見守り活動を行い、強力な地域の目となって子ども

たちの安全を願い、活動されています。

私もかつて下校時間帯に車両による巡回パトロールをしていましたが、死角となる場所には不審車両が停車し

ていることがあり、その車両のナンバーを記録していました。特に人通りや交通量が少ない道路の路肩、また見

通しが悪い場所の空き地によく停車していました。地域の方の継続した見守りや巡回パトロールによって、その

場所からは不審車両は姿を消してしまいました。

このことからも地域の目は、異変や兆候を最前線でキャッチできるディフェンスの要と考えております。
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地域政策フォーラム代表
ふじみ野市議会議員

１３歳未満者の被害件数（全国）

平成23 平成24 平成25
強制わいせつ
公然わいせつ
逮捕・監禁
略取・誘拐 83 95 94

7 7 9
83 138 136

1,019 1,054 1,117

子どもに対する声かけ事案件数

平成2６平成24 平成25年次区分
埼玉県

ふじみ野市 23 36 35

1,854 2,167 2,286



凶悪な事件が起きた時、周辺住民の方から「どうして、こんな

静かな田園地帯で・・・」「あの優しいお兄ちゃんが何故・・・」など

というコメントをよく耳にします。まさに、そこに死角があるの

です。犯人は決して「怖い顔」ではなく「やさしい顔」もいるから

です。

子どもたちが犯罪に巻き込まれないようにするためには、日

頃より防犯教育を通じて、危険予測や危機を回避する能力を身

につけておくことが重要です。今年の1月15日には、群馬県で誘

拐未遂事件が発生しましたが、毎年行っている防犯教室の「いか

のおすし」という言葉が、功を奏したと言われています。

ロールプレイやDVD等による体験的、視覚的防犯教育を行っ

たり、また、子供たちによる危険場所をさがしての安全マップづ

くりや不審者注意看板作製を課外授業等に組み入れたりするこ

とも、防犯に対する意識を高めていくものと考えております。

防犯教育の推進

防犯カメラの必要性

私は、防犯カメラによって犯罪が全くなくなるとは考えておりません。また防犯カメラによって監視されるよ

うな社会を誰もが決して望んでいることはないでしょう。

しかし、地域社会との関わりが希薄化している現在、地域の見守り活動には限界があります。それは見守りボラ

ンティアの方が固定化され、限られた時間と場所での見守りとなってしまうからです。

警察白書によれば「防犯カメラは被害の未然防止や犯罪発生時の的確な対応に有効である。」とし、各地で設置

されている状況にあります。

今日、塾での勉強やスポーツクラブでの練習など、子どもたちの行動範囲や活動時間が拡大している中では、地

域の見守りという“人の目”のバックアップ機能として“機械の目”も不可欠と考えております。

「地域政策フォーラム」へのご意見、ご要望をお聞かせください。

谷しんいちプロフィール

　◎　昭和３３年ふじみ野市生まれ、５６歳、会社役員、土地区画整理士、防災士。

　◎　上福岡三小、上福岡一中、巣鴨高校、法政大学経営学部卒業、明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科修了。

　◎　ふじみ野市駒林土地区画整理組合理事長、都市計画審議会委員、住居表示整備審議会会長、さぎの森小PTA会長、

　　　　富士見都市計画土地区画整理組合連合会会長などを歴任。

　◎　現在、一般社団法人まちづくりネットワーク代表理事、JAいるま野総代。家族は妻と高校生の娘の三人暮らし。

　　　　趣味はラグビー観戦、渓流釣り。座右の銘は「一隅を照らす」

▲駒林ヤオコー交差点に設置された防犯カメラ▲駒林元町の公園に設置された防犯カメラ

防犯標語「いかのおすし」

い
か

知らない人について『いかない』

の 知らない人の車に『のらない』

お 『おお声でさけぶ』

す 『すぐ逃げる』

し 『しらせる』
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